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Information and Education 
—A Proposition for Transcending the Modern— 
 
Akimasa MINAMITANI 




This essay is an attempt to organize a perspective for education as a form of communication through which 
information, the vital components of the mind, is imparted to students. Since the modern society seems to be at 
the end of its tether with nature endangered, war and conflict perpetual, and the way out still unseen, it is 
necessary to create a new concept of civilization with which to transcend the modern and incorporate awareness 



































在性と内面化の違いも存在しているように思われる。① は比較的外在的で ② はより内面化されてい
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の情報処理になっている。食物を咀嚼・消化吸収して自分の細胞に作り変えるのと似ている。この能









によって variant が生じ，original の生命力を高
め，進化の種を蒔いているからだ。読者の得た作品のビジョンは，作者のそれと異なるだけでなく，
読者が持つその他諸々の知恵や洞察と比較対照される中で，読者独自の新しいビジョンとして「加工」





















な ministry の上に成り立っているのであろう。 
 













 上述の〈データ → 情報 → 知識 → 洞察・大局観・知恵〉という組織性拡大の原理は，〈分子 → 


































































































































3.1. Oxfordの tutorial教育 
 優れた教育が行われているとされる Oxford大学の教育は，週１回の tutorial が中心である。随分楽
に聞こえるが，しかし理想的な tutorial では，あるテーマについて多くの本を読み自分の考えをまと
めてエッセイを書いてくるという課題が与えられ，学生は図書館に行って文献を渉猟し，読み，考え，
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 考えてみれば，教育の主要な目標の１つはここにある。精選されたデータ・情報の input → 情報・








3.2. アメリカの liberal arts college の教育 
 アメリカの liberal arts college は，一時期よりは数が減ったものの，まだ総数600を超え，かつ 
Amherst College や Williams College 等の教育は一流と評価されている。小規模で，全寮制であること













3.3. Liberal Education 
 個人の知的・精神的能力を高めるということは，情報の組織力を高めるということである。上に見
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努力によって，たとえば PISA において見られるようにかなり高い学習達成度（2012年度は，参加 65
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に象徴される忠君愛国の教育思想）と 1903（明治 36）年の国定教科書制度（「キグチコヘイハ テキノ 
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が文字化され，逆に文字を見れば，すべての発話が再現できることになった。また文字によって，自










































































































Oxford の tutorial 教育，アメリカの liberal arts college の教育に見てきたように，あまりにも拡散し































































































 近代を超克するにも，同じくらいの toughness が必要になるであろう。 
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